
【デート、告白、営みetc】

確実に「いいわよ」と
女性に言わせる
６つのアプローチ
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まず、最初にあなたに質問します。

これまで、

女性に「アプローチ」をした、

という経験は、一度はあると思います。

…

訊きたいのは、ここからです。
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なぜ、女性に「ごめんなさい」と言われたのか？

↑

この原因は、しっかり分析できていますか？

…

実は、女性にモテる男というのは、

この分析能力が優れている。
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あなたから見て、

「あの人はモテるな～」と思うような男性であっても

最初から【モテる男】というわけではなかったハズなんです。

…

最初は、女性にアプローチしつつも、

断られ続け、その失敗経験の中から、
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なぜ、女性に「NO」と言われるのか？

を自問自答し続けて、そして分かった答え（＝原因）を

取り除くことで、

モテる男へと変わっていった、という軌跡をたどっている。
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僕、高橋りょうも

昔は、恥ずかしいほどモテない男でした。

…

その原因の一つは、

「母親的な愛情を、女性に求めていた」

というのが、大きな原因でした。
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一言で言うと、

女性に甘えさせてほしい、という下心。

…

✓こんな偏屈で変わってる自分を受け入れてほしい

✓女性が苦手な自分を可愛いと褒めてほしい

✓毎日、頑張って生きている自分を認めてほしい など
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ぜーんぶ、女性に求めていた

↑

これが最高にイケていなかった。

なぜか？

女性は、まだ出会って間もない男性から、

一方的に求められる、ということをされると
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その男性を敬遠する

という心理を持っている。

もちろん、【付き合っている彼氏】や【好きな男性】から求められることには、

応えたいという母性本能はありますが、

その関係値が全くない、例えば、

✓ショップの女性店員と男性客

✓職場の同僚
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そんな関係でしかない男性から

母親的な愛情を、ただただ求められる、ということをされると

「なんか嫌な感じがする」

「ちょっと関わりたくない」

と思うのが、女性心理のあるあるパターンなんです。
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なぜ、そう感じるのか？

それは、

“この男性と関わると、何か大切なものが奪われる”

と、本能的に察するから。
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その「大切なもの」とは

✓時間

✓労力

✓お金 などなど。

これら、人が持っているリソース（＝資源）は、

限りあるもの、ですよね？
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だから、使って意味を感じる人にだけ

それらの大切なリソースを使いたい、

と思うのが、人として自然な心理なんです。

あなたもそうですよね？

逆の立場になって考えてみてください。
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部下や後輩を育てる時、

見込みのあるヤツには、

時間と労力をかけて、熱心にいろんなことを教えようとすると思いますが、

一方で、不真面目で、やる気のない奴に

そんなリソースを使うのは

“もったいない”

って思いませんか？
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だから、

女性に甘えたいとか、癒してもらいたいとか、

そういった気持ちを持つこと自体は、悪い事ではないんですが、

女性にとって、その大切なリソースを使ってまで、

「この人のために何かしてあげたい」

と思わせるぐらいの男にならなければ、
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女性からは煙たがられてしまう

ということを、

ここではしっかり覚えておいてください。

…

これが、僕が昔、長い時間かけてたくさんの女性と関わって、

やっと分かった気づき・学びでした。
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「あー、だから女性にモテなかったんだと。」

ただただ、女性に求めていたから、

いくらアプロ―チをかけても、

やんわりスルーされるパターンを繰り返していたんだな、と。
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例えば、

昔の僕は、

こんなイケてないことをしていました。

職場やサークルの飲み会で、

酔いの勢いで連絡先交換した女性に、いきなり

「今度、一緒にごはんいきませんか？」

と誘いのメールやLINEを投げていました。
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これって女性からしたら、

どういうことか？

もう分かりますよね？

…

相手（＝僕）から、時間や労力、（お金）を奪われようとしている、

ということなんです。だってそうですよね？
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食事デートに行くなら、

✓そのためのメイクやオシャレに力を入れないといけない

✓食事するお店にまで足を運ぶ

✓ちゃんと二人きりで会話できるか不安、、、

✓お金も、割り勘で請求されるかもしれない、という不安

という気持ちも乗り越えないといけない

ハッキリ言って、男性よりも女性の方が、

何倍もデートに行くためのリソースがかかるんです。
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つまり、気合いを入れないといけない

だから、女性を食事デートに誘うっていうのは、

これだけの、さまざまなリソースを女性に払わせるものだということを、

僕は男は、しっかり認識しないといけないわけです。
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「女性をデートに誘ったら、

訳も分からずLINEブロックされて、傷ついた！」

って叫んでる男性も、世の中にはいたりするんですが、

そういった男性は、

女性の気持ちが全く分かっていないんです。

だから、そういった発言が出るわけですね。
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そして、

女性から敬遠される理由も分からないから、

自分を改めることも出来ずに、

グルグルと同じ「女性から嫌われる」というパターンを、

何回も繰り返すわけです。

…

でも、この動画を見てくれているあなたは、

その負のループには、ハマってほしくないと思っています。
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でも大丈夫です。

ここまでの話を聴いて、

その内容が理解できているあなたは、

そんな負のループを繰り返すことはないと思います。

というのは、問題というのは、

原因を分析して、それを取り除けば自ずと解決されるので、

あとは、あなたの中に在る原因を取り除くだけです。
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さっき、女性をデートに誘うのは、

それだけのリソースを女性に払わせる、ということだと話しましたが、

ちょっとここで質問してみたいんですが、

女性が喜んでデートに来てくれるのは、

一体どういった状況なのか、あなたは分かりますか？

ちょっと考えてみてください。
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それは、

それだけのリソースを払う価値が、

このデート（→男性）にはあると、女性が感じている状況なんです。

なので、そう思わせるほどの男に、

僕らはならなければいけないわけです。

つまり、女性にとって価値ある男になる必要がある、と。

Copyright Ryo Takahashi All Rights Reserved.



しかし、

✓そんな価値ある男に自分がなるなんて、果たしてできるのか？

✓そんなの、生まれつきのイケメンに限るのでは？

と不安になるかもしれません。

でも大丈夫です。
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女性は、

確かにイケメン好きな人が多いんですが、

それは、絶対に必要な条件ではないんです。

人って折り合いを付けて、人と付き合うんですね。

理想からかけ離れた人と付き合うのは、

全然可能性としてあるんですよ。

なので、
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理想は、あってないもの

それを裏付ける根拠として、

2006年にイギリスで行われたある調査があります。

女性が理想とする男性像、という調査がされていて、その条件が、
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１．高身長

２．高収入

３．体型がスリム

４．タバコを吸わない

５．良い仕事に就いている

これら５つの条件を満たしている男性を、

女性は理想としていると分かったそうなんです。
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お伝えしたいのはここから。

もし、女性が本当に、

理想通りの男性しか付き合わないし、愛さない、

ということになったら、

さっきの５つの条件の１つでも該当しない男性は、

女性と付き合えない、ということになりますよね？
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でも実際は、

高身長じゃなくても、恋人のいる男性はいくらでもいますし、

同じように、

高収入じゃなくても

スリムじゃなくても

タバコを吸っていても

良い仕事に就いていなくても

恋人がいる男性は、いくらでもいます。
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こんな風に、

自分の理想ではなかったけれども、

その男性と付き合った、という女性は、

全体の９８％だったそうなんです。

つまり、自分の行い次第で、

いくらでも好きな女性との関係を、「脈あり」に変えられる、ということ。

女性を誘って、「いいわよ」と言わせることができる。
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そのためのヒントは、

女性を楽しませること、にあります。

…

では、具体的に何をすればいいのか？

それを、この動画では解説します。
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女性が男を見る、２つの審査
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女性が男を見る、２つの審査

第１次審査：第一印象

第２次審査：会話

これら【２つの審査】を女性の基準で合格すると、

あなたは恋愛対象としてカテゴライズされて、デートに誘った時や、

告白をしたとき、「OK」がもらえます。
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第１次審査：第一印象

女性は、出会ったものの数秒で、

あなたのことを「アリ」か「ナシ」かを決めています。

その判断基準が、第一印象だということです。

…

では、第一印象は、何によって決まるのか？

それは、次に話す３つの要素です。

Copyright Ryo Takahashi All Rights Reserved.



第一印象を決定づける３大要素

１．服装（靴やバッグなども含む）

２．髪型

３．匂い

これら３つの要素を満たすと、女性から合格がもらえます。

逆に、どれか１つでも満たせていなければ、「NG」を喰らいます。
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６つのアプローチのうち、３つは、

第一印象を向上させる方法です。

（＝見た目改善）

アプローチ１：服装 の改善

アプローチ２：髪型 〃

アプローチ３：匂い 〃
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服装のNGについて

【具体例】

✓服装がダサイ

－トップスとパンツが柄物同士で派手

－ラメが入ったような柄のTシャツ

✓サイズが合っていない

✓服にシワあったり、ヨレヨレ

✓服そのものが、汚い
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髪型のNGについて

【具体例】

✓髪型がダサイ

✓整髪料などを使ったセットをしていない

✓寝ぐせがついている

✓伸び放題

✓フケがついている

✓ベトベトしている
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匂いのNGについて

【具体例】

✓変な臭いをする

－汗の処理が出来ていない

－服を洗濯していない

－体臭のケアが出来ていない

－口臭のケアが出来ていない

－タバコの臭いが染み付いている
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これらの改善方法については、
別の動画で解説しています。
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合計：9分50秒



残り３つのアプローチは、

第２次審査である「会話」で合格を勝ち取るためのアプロ―チです。
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第２次審査：会話

会話で女性を楽しませることが、何より重要です。

【会話で楽しませる、基本の姿勢】

１．表情

２．仕草

３．声のトーン、大きさ

４．目線
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９９％のモテない男性の場合、

次の３つの失敗パターンにハマっていることが多い。

１．自分の話だけをベラベラする

２．リアクションが薄い

３．会話そのものが業務化している

それぞれ、説明します。
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１．自分の話だけをベラベラする

自分の話を聞いてもらえると、気持ちよくなるのが人間。

キャバクラという商売が成立する理由も、ここにある。

ある程度サービス精神のある女性が相手だと、

自分の話をしても聞いてくれるが、本心としては、

「別に、興味ないんだけどなぁ…」

と思われている可能性が高い。
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こうして、両者に温度差が生まれる

男性は、話を聞いてもらえた、嬉しい、楽しかった。

→また会いたい

女性は、話を聞かされた、疲れた、つまらなかった。

→もう会いたくない

したがって、LINEやメールでメッセージを送っても反応が悪いし、

デートに誘っても、やんわりと断られることになる。

当然、付き合ってももらえない。
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２．リアクションが薄い

「ふ～ん。」

「へぇ～。」

女性からすると、

「私に興味がないのかな…？」となる。

興味を持ってもらえていないと感じる人に、

楽しく会話ができないのは、当然のこと。
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３．会話そのものが業務化している

質問リストを作っていて、ガチガチになっているパターン。

「好きな食べ物を何ですか？」

「休日は何をされているんですか？」

「いつも何時に寝るんですか？」

質問そのものは良いが、尋問のように次々に質問して、

相手を困らせるパターン。

特徴は、話が深掘りされないこと。
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男性と女性の、会話する目的の違い

男性の場合・・・情報の交換

女性の場合・・・感情の共有

男性の場合、一つのテーマに沿って、議論する会話を好む。

しかし女性の場合、「分かる分かる～！」と、

共感の嵐を起こして、感情の共有をする会話を好む。

話のテーマそのものは、移り変わりするのが普通。
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女性を楽しませようと考えるなら、

女性が好む会話のスタイルで行うこと。

マインドとしては、

テーマがあっちこっちに反れても、気にしない。

相手が楽しんでいることが、最優先。

モテる男性は全員、

自分の好みではなく、相手の好みを優先する男。
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楽しませるコツは、

相手に興味を持つこと。

質問を繰り返して、話を深堀して目の前の相手を知ろうとする姿勢。

✓どんな女性なんだろう？

✓何が好きなんだろう？

✓どんな趣味を持っているんだろう？

そうした疑問を持ちながら、

たくさん女性に質問して、知りたいという気持ちが大切。
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女性は自分の人間性に
興味を持ってもらえることが好き

これは、見た目が冴えない女性でも、美人女性でも共通。
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女性が、自分からいろいろなことを話出し、

聞いてあげられるようになると、勝ち。

「へぇ～そうなんだ！」

と、大きくリアクションしながら、話を深堀するために質問を繰り返す。

話をさせてあげる口実を作ってあげるイメージ。

９９％の男は、これができない。

だからこそ、これができるようになると、特別な存在になれる。
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会話で好感を勝ち取る３つのアプローチ

アプローチ４：相手に話させる会話

アプローチ５： リアクションを大きくする

アプローチ６：質問を繰り返して

相手の世界についての理解を深める
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まとめ

１．第一印象

２．会話

この２つの審査が通って、女性を楽しませることができたとき、

誘って「OK」が貰えるようになります。
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そのためのアプローチ６つが、

１．服装 の改善

２．髪型 〃

３．匂い 〃

４．相手に話させる会話

５．リアクションを大きくする

６．質問を繰り返して相手の世界についての理解を深める

ということでした。

ぜひ、今後のあなたの恋愛活動の参考にしてみてください。
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